
      

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
３
１-
３ 

③(

22)

６
０
１
７ 

④
今
世
界
は
保
護
主
義
、
戦
略
的
覇

権
主
義
を
主
張
す
る
大
国
に
翻
弄
さ

れ
、
国
際
的
環
境
が
危
惧
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
少
子
高

齢
化
が
進
展
し
、
大
都
市
と
地
方
の

格
差
解
消
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

佐
野
市
も
第
２
次
総
合
計
画
・
前

期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
最
重
要
課
題
と
し
、
更

に
県
南
の
中
核
市
を
目
途
に
限
ら
れ

た
財
源
確
保
と
財
政
運
営
を
全
市
内

配
分
と
す
る
中
、
選
択
と
集
中
に
よ

る
持
続
可
能
な
市
政
運
営
で
、
未
来

に
希
望
の
持
て
る
佐
野
市
づ
く
り
を

頑
張
り
ま
す
。 

      

①
新
風 

②
赤
坂
町
６
５-

４ 

③(

24)

０
３
７
４ 

④
去
り
行
く
平
成
の
時
代
は
、
景
気

低
迷
に
憂
い
、
更
に
少
子
高
齢
化
に

よ
る
労
働
力
人
口
減
少
に
よ
る
財
政

へ
の
影
響
が
不
安
視
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
本
市
は
、
定
住
促
進
に
軸
足

を
置
き
、
雇
用
の
場
、
子
育
て
等
の

職
住
及
び
教
育
環
境
の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
議
会
は
、
全
て
を
公

開
、
報
告
会
を
催
し
皆
様
と
次
代
に

向
け
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。
気
候

変
動
に
よ
る
災
害
の
多
発
化
や
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
等
の
進
化
は
、
今
後
、
私

達
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
新
元
号
の
次
代
、
確
固
た

る
佐
野
市
を
築
き
ま
す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
堀
米
町
８
１-

７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
社
会
。
全
世
界
で
起
き
た
天
変
地

異
。
日
本
も
猛
暑
、
豪
雨
、
多
く
の

台
風
、
地
震
の
発
生
で
安
全
に
対
す

る
不
安
意
識
が
高
ま
る
な
ど
、
大
き

く
変
わ
る
社
会
環
境
に
対
応
し
、
次

世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
繋
い
で
い
く

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
若
い
世
代
の

希
望
を
叶
え
る
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
環
境
の
創
造
。
未
来
を
拓
く
地
域

教
育
の
再
生
。
産
業
振
興
に
よ
る
新

た
な
雇
用
の
創
出
。
人
材
の
定
着
・

還
流
・
移
住
の
推
進
を
図
り
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
全
力
投
球
致
し
ま

す
。 
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